














































































この理論に基づくと、日本の歌唱の 1音符には 1音節か 1
モーラが当てられること、特殊モーラが 1 音符に割り当て



























































































採録は、2016年 2月 4日と 8日に愛知県立芸術大学小リ
ハーサル室 A と練習室にて行った。声楽専攻の大学院生 7
名注8)に各フレーズについて歌詞の朗読と歌唱を 2 回ずつ行

























 この場合は前接母音：撥音の比は 2：3のもの（A, T）と
3：2のもの（S, B）とに分かれたが、撥音は後続の音節/ko/
の 0.2 倍～0.3 倍で、/ko/の４分の１の長さに近く、半拍の
長さを作っていると考えられる。歌唱の/N/は朗読の/N/の
4.1 前接モーラと合わせて１音の場合 
(1) 撥音 (2) 促音 
  
  
歌唱 B（重なり有） 歌唱 T（重なり有） 歌唱 A（重なり無） 歌唱 B（重なり有） 
 
4.2 単独で１音の場合 
(1) 撥音 (2) 促音 
 
  
歌唱 T（重なり無） 歌唱 S（重なり無） 歌唱 S（重なり無） 歌唱 B（重なり有） 












られないものが 2例（S, A）ある。 
b 「救い主は待って」 
（促音を含む音符と後続の音符の音価の比が 1：1） 
 Sと Tは朗読時と同じ長さで促音を歌唱し、Aと Bは朗
読時の 1.3～1.5倍の長さで歌唱している。Aは前接母音/a/
と/Q/の長さが等しく、半拍のリズムを作っているとみられ
る。T と B は前接母音と促音のフォルマントに重なりが見
られ、Aは薄く残る程度、Sはほとんど重なりがない。 















合は、撥音は概ね前接モーラの 1.0～1.1 倍（S の 1 例は前
接母音の 1.0倍）、後続モーラの 0.9～1.1倍と、前接モーラ
（S は前接母音）：撥音：後続モーラがほぼ 1:1:1 になって
いる。音高変化がないため後続音符のタイミングが子音で始
まっても構わないとみられる。朗読の場合は、撥音が前接母
音の 0.7～0.9倍（S, A）と 1.2～1.3倍の場合（T, B）に分


















































































究 言語篇 (56) (2009)、pp.53-71. 
表-1 撥音と促音の歌詞付けの方法による音響の相違 
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注 2) 方言によっては音節単位のものもある。 


















注8) 7名の内訳は以下の通りである。ソプラノ3名（D3, M2, 
M1）、アルト（メゾソプラノ） 2名（M2, M2）、テノー
ル 1名（M1）、バス（バリトン） 1名（M2）。 
